
第43 回大会〕

D 47 繊 維 の 燃 焼 時 の 発 熱 量 に よ る

日

危

本

険 度 の評 価

女 大家 政 中 西 茂 子

被　 服　149

○ 大 河 内 文 子

【目的】人間生活のmm をとりまく様々な物質が燃焼したときに発生する熱量すなはち燃焼熟は安全性の面から

注目すべき問題であり、消防庁などにおいても建築物を始め人間環境をとりまく物質の危険度を「火災荷重」と

称して木材1kg の燃焼熱を標準として発熱量で評価している。建築素材は消火時の消化活動に影響を及ぼすが、
特に､衣服､寝具は人体に密着するため､それらの燃焼熱量は直接人間

の安全性を支配する。しかし､燃焼熱に関す
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な い こ と を 消 防 庁 関 係 者 ら も 認 め て い る ． そ こ で 今 回 は 衣 服､ 寝 具
、

建 築 素 材 と し て の 繊 維 製 品 の 燃 焼 熱 と 防 炎
加 工 の 影 響 を 対 象 と し て 危 険 度 の 評 価 を 試 み る 目 的 で 検 討

し` た ．
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【 方法 】試料 とし て は セル ロ ー ス繊 維､ タ ン
パ ク繊 維､ 合 成 繊 維 の 未 加工 及 び防 炎 加 工 試料 等 幅 広 く選 定 し た

。 防
炎 加 工 試料 は 研 究 室 で調 製 し た条 件 の 異 なる 一 次 性､

耐洗 濯 性 の も の等 約4  0 種 に 加 え て､ 市 販品 約4  0 種 な ど を
用 い た。 燃 焼 熱 はShimadzu Automatic Bomb Calorimeter CA-4

によ り 測 定し た 。 わ た の場 合 は タ バコ 火 に よ る く

ん 焼時､ マ ッ チ､ ラ イ タ ーで 着火 し た 場 合 の燃 焼 時 の 発熱 量 を 算 出し た。
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【結果】セルロース繊維において綿100% は3.9～4.0lol／gであるがレーヨンでは若干低い。合成繊維ではいずれ
も大幅に上昇するが､ナイロンが最も高く7.5to(／g を与える。防炎加工試料

においては無機性の加工剤を用いた

一次性のものではかなり低下して安全性を示したが､耐洗濯性の有機性のものではほとんど効果を示さなかった。
毛はそれ自身5W ／gに達するが加工により低下する。難燃性繊維で

ある芳香族ポリアミド､難燃ポリエステル､ ア
クリル系繊維も5.5～6.5W ／gと高い値を示し安全性の面では問題である。わたの場合､綿100% より、ポリエステ
ル100% の方が燃焼熱は高いが､くん焼時はポリエステル混合比の多いほ

ど燃焼量が減少するため､発熟量全体で

はかなり減少する。くん焼の場合も、マッチ､ライターなどの火源で有炎燃焼させる場合も加工わたでは大幅に発
熱量が抑制された。また､宋加工わた100% ではほとんど全焼するた

め実際のふとん１組の場合では36000～40000

M と極めて大きな発熟量となる可能性がある。なお､いずれの試料についても炭化の進行に伴い炭化物の燃焼熱
量は増加する。そのため､燃焼熱量計での測定時のように､瞬間的

な完全燃焼でないかぎり､燃焼に際して炭化状

態を経過して灰化する場合が多いことから､実際の燃焼時､特 にくん焼の場合はここで示した測定値よりさらに高
い熱量を発する危険性は確実に増大する。
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( S 的丿 我々は以 前から繊維集合体の中におかれたタバ２ 火から の熱の伝播、わたの燃焼挙動につ

いて検討を行い、防炎加工 の効果、ポリエステル混合 の影響などについて報告し た。しかしタバコ火

ではわた の中で燃焼中消火する可能性もあり、熱 源からの熱エネルギーも タバコ火のみとは限らな

い。 そこで、今回は加熱時間､ 熱 エネルギーを自由に変え 得る熱源とし て演者ら が以前試作し た模擬

タバコ（S.C. ）を 使用し て熱源における加熱 条件の影響を把握 する目的で検討 を行った。

【 方法】熱エネルギーについてはＡ（電流）ＸＶ（電圧）Ｘｔ（時間sec ）で算出するこ とができるため、

電流を0.4 ～0. 85A 、電 圧を8～16.  5V と調 節し、通電時間も種 々変化させて検討 を行った。比較対照

熱源 として、木タバコ（両切ヒ ース）を用い、その前端、中央、後端部において上、横、下方向にわた の厚

さ5citiだ け タバコ から離れた位置にセン サーを設置して９ヵ所におい て温度一時間曲線 を得た。そ

の立上がり挙動と形状から本タバコ（R.C. ）と同じ燃焼挙動を与える条件を把握し、それに基づいて

熱エ ネル ギーを２倍、３倍、加熱時間を15,30､60min と｡変 化させ、それらがわたの燃焼挙動に与え る影

響を観察した。別に、燃焼熱量計Shimadzu CA-4 に よ りタバコ１本の燃焼熟 量を測定した。

【 結果 】s.c. とR.C｡ に よる わたの燃焼挙動を比較した結果、熱源（20^ ）の熱エ ネルギーを0. 48A  X

9.6V  X  60inin＝16.  6KJとし た場合最も両者の示す挙動が一致し` た が、それはタバコ１ 本の燃焼熱の

測定値と極めてよく一致した。9   ヵ 所 の部位における最高温度に到達する時間の順位は９ヵ所 にお

いて明ら かな規則性がみら れ、加熱条件 によっては全く変らなかった。し かし、ピ ーク到達時間は加

熱時間が長い程遅れを示した。加熱時間、熱エネル ギーの増加ととも に蓄熱量を示 す面積は増加し、

特に中央部、後端部の下方向の増加が最大であっ た。一方、最高温度は加熱時間、熟エ

化の影響を大して受けず、わた に着火後は熱 源の影響よりわた自身の燃焼によって熱

より大きく 支配されるこ と、さらに放熱 により温度に上､限 のあることが示唆さ れた。
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